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特許石 橋式塗料剥離劑「フ レ ー
」に 就 て

准 員　石 　 橋 貞　 一

　私は 乖中戸三 菱造船所 の 石橋 と申す もの で御座 V ・　2 す。 今 日は斯 く御大 家 の御集ま うの

席 上 に 於 きま して 何等素要 も知識 もな い 私等が而 も學會の 講演等 とは誠 に僣越 と存 じま

した が不省 を も省 みず 茲 に掲 げ ました塗料剥 離劑 「フ V −
」 に就 て 少 し く御話 し申上 げ

度 V ・
と存 じま す 。 品物 の性質上殊 に獪ほ私 の 試驗の 方 法等 不充分 な爲め に 結 局 自家廣告

・

に 過 ぎsaの で あ bます 、 理論的の御話で な く實驗致 しま しプ〜結果 を茲 に羅 列致 しブ〜に 過

ぎませ ん その御積 ウに て 御聞 き取 b を願 ひ n い の で あ bます。

第一 　發明の 動機

　そ こで 順序 と して 先つ 發 明の 動機 と申 して は チ ト烏餅が ま しい 樣で あ ウま すが 其 の 端

緒 を申 しま すれ ば元 よ う造船所 の 事 、 船 を作 る と云 ふ 工 作 上私 等分析屋 と して は化 學 關

係 の 仕事 は
一

旦 起工 しま して か ら進水 い た します る 9 で 間接 に材料 の試驗等 に就 て は重

要 な仕事が多 くあ bますが直接御手傳 い 申す樣 な事が あま b有 ウませ ん 、 愈 々 進水 が濟

み艤 装工事 が進 む に つ れ て 最初 御化粧 の段取 とな b ’
ます 、 とこ ろで 此 の 塗料 が化學 工 業

の製産品で あ b殊 に船底 塗料 の樣 な特種 の 竜の 又 は「ニ ス 」とか「ラ ツ ク 」とか 云 ふ 樣 な塗

料 が種 々 あ 殿 すので少 し試製又 は 試驗 して見nu と思 ふ て 其 の 種 々 の 原料 を取 扱 つ て

居 b2 した 。

　然 る に其 の原料 を取 b扱 つ て 居 ウま しだ 容器 々 具 に樹脂 、 油等の重 合 しn 樣 な もの が

附着 して 時 日が經 過 す る と中 々 容易に 洗 ひ 去 る事が 出來 ませ ん 、

　 そ こで
一

々 之れ を洗滌清淨す る に 困 ）t ・まして 或 る時は 油で煮7a　）t 、 苛性 ソ ーダ で洗 つ

た 帆 又 は揮發油や「ア ノレ コ ー
ノV 」等で 拭 い て居 b2 した 、

　何 か適當 なもの がない か と考 へ て 居 bます内に 、 炭酸 は乾 固塗料 を溶解する 即 ち刷毛

等 を炭酸で 洗滌 す る事か ら炭酸に思 ひ 起 し2 して 同 じ「ア ノV カ リ」（但 し炭酸は酸 性だが ）

で も苛性 ソ ーダ は 皮膚等に劇 し き作 用 をす るの で炭酸 鹽は どうか と使つ て 見た が
一向利

き
・
ませ ん。
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　兎 に角「ア ル カ リ」類 を用 ゆ る のは 結 局酸 化 を目的 とする ので あ るか ら其の 方面の 能 力

を發揮せ しむ る檬に と此の 炭酸亜爾加里に 水 酸化 力 IV　tt ウ ム を加 へ て使つ て 見 ま した 處

が 大 した 腐蝕 もせ ず苛性 ソ ーダ液に 比 し却 つ て溶解が容 易で あ る事 を知 うま しプ2。

　それか ら折 々 修繕船の塗 ら換 へ をす る 時 に 剥 げ掛 つ た ）t 汚 れ プab した 處は全部種 e の

方法 に 據つ て剥 が し更 らに塗 うか へ をす るの で あ bますか ら是れ を工 業的に 應用 して 見

尢 V と思ひ ま して獪是 等の基礎劑 に施工上 便利 な樣 に と思 つ て澱粉糊 を加 へ ま した 、 之

れ は 液 の 附着 を充分な らしむ る と且 つ 幾分 で も厚暦 に すれば 有效 分 の 保有劑 とな るか ら

反應 を促進させ る事が 出來 る爲めで あ うま すo

　之れ に「Flay」と名付 けleの で あ う懐 す。

第二 　性質及び 目的

　「フ V −
」は 圭要劑 として 炭酸亜爾加 里類 に 水酸化 カ ノy シ ウ ー ム 及 び 澱粉糊 を配合 して

水 を以て 適宜 の 調度に作 つ た もので類 黄色殆ん ど無臭の 液體で 勿論「ア 7V カ リ」性で あ b

ま す。

　炭酸 ア ノV カ リが油脂 との作 用不 禿分 なので之れ に水酸化 カ ノV シ ウ ーム を加 へ 懐 しだ 事

は 前述のva　bで あ らます即 ち之れ は炭酸 ア IV カ リ を苛性 ア ノレ カ リの 形態に 變す る 目的で

あ b・
ますo 即 ち

　　　 Na
，
CO ，i十 Ca（OE ）3 ＝ CaCO

：s十 2NaO 且

　　　 K2CO2 十 Ca（OH ）2 ニ CaCO3 十 2KOH

　 之 れ は昔の苛性加里及 び 苛性 ソ ーダ の 製法で あ bます

　 獪ほ其 の 原料 た る炭酸 亜爾加里 の如 きも例之 ば「ソ ーダ 」な らば海草 を燒 い て 其 の 荻 を

水 で 浸出 し蒸發結 昌せ しめ て 作 bま しだ が 1791 年 「／v プ ラ ン 」眠 の法 や 其 の後 1S98 年

「 ソ ノレ ペ ー
」氏 の「ア ン 毛 S ア 」曹逹法等 の發 明せ られま した 以來は 圭に 其れ等の方法 に據

つ て作 られ て あ bます 。 同 樣に炭酸加 里で も陸上植 物 を燃燒 しn 友 を水で 浸出 して 結昌

し て作 つ て 居 bま しプ〜が獨逸の ス タ ツ ス フ オ ノレ ト に 於 け る シ ル ビ ン 礦 （Kc1）の 發見 以來

炭酸 ソ ーダ と全 く同 一の 方法で作 られ る様に な b2 しだ 。

　 右の 次第で今 日の 發達 しltそれ ぞれ の 方法で作 られ た苛性加里 或は苛性 ソ ーダ が ある

に も拘 らずわ 罰 りざ炭酸 加爾加里 に水 酸化 カ ノレ シ ウ ーム を作用せ しめ る の は 甚だ迂遺 な

方法 の 様に 思 は れ R すが 直接に苛性「ソ ーダ 」を作 用 させ ま すれ ば其の 有機 質に對す る即

ち腐蝕す る力が非常 に劇烈に 來ます 。
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　本試驗 に よ ウま して 先づ 曹逮及加里 の増加は次 第に效力 の 損失 とな b石次の 増加は 次

第 に利盆で あ る事 をpmb一
ま しだ併 し之れ は 或 る程 度 を超 邇 すれ ば又 漸 衣低下 しますか ら

「マ キ シ マ ム 」を見 出 して 止 め る必要 が あ う凌 す勿論理 論數 よ う過剰 に 加 へ る は普 逋の 事

で あ ）t ます即 ち上表 よ b配 列 すれ ば 、

　 K2CO3

炭 酸 加 塁

　Na2CO3

淡 酸 ソ ーダ

　C帆OH ）2

水 酸 化 カ

ル 　 シ　 ウ　 ム

差　（＋ 或 ノ ・一）

1 1 1　　　11
　　　 ＿ 2ρ

1 2 1　 i ＿　 8．7

1 3 1 i　　 ＿ 10．2

1 4 1 ＿ 21．0

1 5 1 一 26．6

1， 1 1 ＿　 2．0
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加里量 、増加 と曹達量 を比較 しますれ ば加里 は 曹達 よ b 獪效力の減少度が大 きい 是 れ は

前 に述 べ た效 力の 比 に於 け る 1 ： L4 に基 因 す る の で あ b　rkす 。

　又 水 酸化 カ ル シ エ ム の 程度 問題 と申 しますの は次 の 衷 に よつ て 明瞭 とな hます。 即 ち

炭 酸 力哩 隊 酸 齷 燬 化 … シ ・ 刈 差

1

1111 4宀

321

5554 十 　9．9

十 12．6

＋ 20．3 ※

十 18．0

　然 るに燒け を防 ぐ爲め に石友量 の最大 限 に於て 加 里 を曹逮 よ b多 くして 最 竜有效 に 差

が（＋ ）とな る點 を調べ ますれ ば

炭 酸 加 剥 炭 酸 曹 倒 轍 化 … シ ・ ・ i 差

20

θ

−る

−
讐

34

凸

＋ 2．1 ※

＋ 　 0．S 1
即 ち 2∴ 丶 乃 至 2

、
1

、
4

、 を以 て優良な る點 と定 め 要 しプ〜、 以上に 由 う製造 しま した亜 爾

加里 性粘稠の 液 を以て 既に 乾固 して 居 る塗料面 に能 く密着鹸化 さ して 水溶 性 の もの とな

し之 れ を水 洗 し去 るので あす
「
ます即 ち石鹸の 製造 と同理 で あ うま す。

　張 い 金屬元 素 と弱 い 酸根 とか ら成 b立 つ て 居 る鹽類の水 溶液 は皆亞 爾加 里性 を呈 しま

す是 れが若 し油 と出逢へ ば今遊離 しブ〜金屬即 ち加 里 は 油脂 中の 脂肪酸 （酸根） と化合 じ

て 石 鹸 とな b「グ リ ぜ り 一
ノレ 」根 は水 酸根 と結 び 付い て「グ y セ y ン 」を作 ゲ ます即 ち若 し

苛性加 里 が油脂 に作用 して石鹸 を作 る に は今 假 うに F を以 て脂肪酸 と し懐すれば

　　　　　　（σ武 ）F ，， 十 3KOH ＝ L　C，1耳 ）（OH ）／s 十 3FK

　 　 　 　 　 　 　 油 　 　 　
：
苛性 乃n里 　 グ リ ス リ ン 　 　 石 鹸

が 出來 ます
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然 るに「フ v
−

」の場合 に於 て は
「

　　　　　 Na
、
CO3 ＋ Ca（OH ）1 ＝ CaCO

、i ＋ 2NaOH

　　　　　　K 」
CO ，十 Ca（OH ）L」＝ CaCO ， 十 2KOH

となつ て居 るか ら苛性 ソ ーダ 及 び苛 性 カ リ として作 用 しますが茲 に 出來 だ CaCO3 が 此

の酸化 の 場合に更 らに反應 す る か或 は其 の盡に 存 在 して 居 る か に 就 て は未 だ調べ て r
，
・：
・b

ませ んの で よ く分 b鍮 ね
ー
ます。

　　　　　　　　　　　　　　　反　應　の 　假　定

　若 し此 の生 成 した炭酸 カ ノレ シ ユ ー ム 中の Ca が今 KOH に 依 つ て 出來た 石 鹸 と 更 らに

作 用 して 「カ・7V シ ユ ー ム 」 の 土類金屬石鹸が 出來 る と假 定 しますれば其 の 分解生成 分た

る CO2 は 自然排出せ らる る事 とな b ます 、 そうすれ ば此の CO ・ は發 生の 際 に 相 互 の 液

面 を攪拌 し
ー
まして 順次 作用 に伴つ ゼ常 に新鮮 な る液 と塗料面 との 接觸作用 を旺 盛な らし

む る幇助 を致 しますか ら根 本 の 目的に 向つ ては 必要の 事柄 で あ うま す。
，

　　　　　　　　　　　　　　 「7 レー
」使用の 目的物

　 而 して 是れ は動 植物 ll生油脂 、 樹脂 、 蝋等 を原料 即 ち基礎材叉 は展 料 と しカ る
一

般 の 塗

料 に對 して は 有效で あ b2 す但 し動 植物性油脂 、 樹脂 、 蝋等 を登 く含ま臓 鑛物 1生油例 之

は「 コ ー
ノ

レ タ ー
」「ア ス フ ア ノV ト∫パ ラ 7 ヰ ン 」（殊 に 樹脂 中で も漆 を除 く）是等の もの に は

不 可能で あ b2 す。　　　 ．

第三　有 効 比 較 及 應 用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （附 表 及 實 驗 板 呈 示 ）

　從來種 々 の 塗料 を剥 誰せ しむ る に は夫 々 種 々 の 方法が行 は れ ます 、 例 之ば燒 き剥 ぎ 、

槌 打 、掻 き取 b 、 又 薄 V ・ 場所等 に は「ア IV コ ホ ー・IV 」や揮發油類 を用 ひ ます 、 併 し普逋苛

性曹達或 る揚 合に は「ア ン モ a ヤ 」水 を使 ふ事が あ b2 す o

　それで 先づ 燒 ケ の 比 較 を しま しn 苛 1生 ソ
ーダ の 稀 薄なる 液及 ア ノレ モ ニ ヤ 水 とに よ t）木

材 は 堅木 と軟 らか V もの 、 堅木 と して は チ ーク 欅
闖

ツ プ」、 軟 らか い の は天 鹽松 を使 ひ ま し

た結果 は種 々で あ うますが 要す るに 一般 に 堅木が燒 ケ が 損 く軟 らth・V ・ の が少ない と云 ふ

事 は普逋 の 様で あ b2 す 、 併 し燒 けて も稀 薄な硫酸又 は 蓚 酸溶液（私は 五 、 ％ の 硫 酸 を使

ひ ま した ）で戻せ ば斯樣 な稀薄 （to％ 1　NaOH 　 SDiubion）な ア 2v カ リ液 の 場合 に は 皆 同 膿

に戻 ゲます之れ は 完全な比較標 準が無 い ので 數字 的に 表 示 す る 事が 出來ませ ん ） 又 始 う

燒 ケ の 程 度は ア ノv カ ソの濃度と温 度 及び ・1寺間 の 3少 に 關係す る事 は 勿論で あ bます。
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　　　　　　　　　　　　　　　　剥　 離 　 比 　 較

　抑 も塗料 を或 る物體 面に 施 こ す と云 ふ 事は生地 の 保存 と装飾 とが圭 な る 目的で あ るか

ら金 屬面 、 木材 乃至 は紙製品 に も施 こ します そこで種 々 の 木 材 や 鐵板 に 塗 つ だ もの を試

驗 して 見 るに次 の表 の 樣な結果 を得ま した 。

「
槊 劑 麟 隱 麹 作蹴 剛 結 副 生 地 噸 化 ｝ 備 考

一
％
％
％

　

−

1
ー

　

タ

水

　

齟
ヤ

ダ

レ　

ソ

ニ
一

性
モ

ソ

苛
ン

酸

フ

純
ア

慌

白亜 鉛 約一一ケ 年
’

　 〃　　 　　 ”

　 〃　 　　 　 〃

　 〃　　 　　 ”

10分
ユ01D1

［）

離

　
ス

ス

　
　
留
留

剥

　
瑾
殘癖

完

　
塗
最

　 フ　　 　　 　レ 　　 　　　
　

純 苛 ソ
ーグ ー10％

ア ン モ ＝ヤ 水 3｛〕％
屍酸 ソ

ーグ 　1”％
1

’

’

”

ノ

’

ノ

ノ

’

−

”

0

δ

轟
03nO

離
留
然

剥

殘
依

畠

雇

〃

毒
蔓

完
獪

塗

殆 ン ド 異 状 ナ シ

著 ン ク 黒 變 ズ

生 地 見 ＝ 　 ス

　 　 　 同

陸 “

材

…
，　 フ 　　　　　レ　　　　 ー

1
］ 純 背 性 ソ ーグ 10％

垂
1 ア ン モ ＝ヤ 水 30％

ヨ炭 醸 ソ ーダ 10％

シ

ズ野
異

見
〃

〃

ドン

地

殆

生

ノノ

〃 　 　 ｛
〃 　　 　 　 　 i
II
〃

　 　 　 　 　 　 　 1

　 1長 期 纏遏 1
一囘 目　1｛〕分

111 ろ規…秘
　 　 　 　 　 二 囘 鼠　10

〃 　 　 〃 　 一囘 目　 10

　 　 　 　 　 二 囘 目　10
〃 　 　　　 〃
　 　 　 　 　

一
囘 目

蓮 皮 ヲ s，1離三 i殆 ン ド 異逖 詫 図 黼 ・ 前而 酬 ・

塞 全 二 型一離 L 　
”

　 　 1
板 1・云 フ

11藁 力 昌 白 變
1

− ＿ ．∠f−一一．一一 　 〃

難撃講糶響 繋貧彎 弩i
殆 　 ン

　 ＝
”

＝．tこ 1
− 　

・
同 ．画 　　 　

”

　 　 　 　 　 　 　 〃

　 　 　 　 　 　 　 ”

”

　 　 　 11）　1表 面「ノ 」后 ヲ 活 淨 ス 1
　 　 ’− r．− 1　
E 面1Ei　 10 殆 ン ド 同 箭

．
〃

1

」　 II
記 號1 剥 　離 　gel
1 ［

生 地1 塗

1

i
材 料陣 類 i塗 方 牌 邇 ［記 事

氏 錐
ト

　
ン

　
f

赤
ぺ

板

　
鐵

恥

oo
一

　
ー

ダ一
　
レ

ソ性苛純
水
フ

試 　驗
．
　 結 果

一
囘ト囘レ 囘 ト 囘

B

1G
歎 曝 ・17ト
純苛性 ソ ーグ 　50

水 　 　　 　　100 　
”

フ 　 　 　 　 レ 　 　 　 　ー

n

〃

　 　 　
1
　　 　　 赤鉛 ヲ 飛 イ ル

．
一

努「∵ 1騨 耄 耋髏 茎毒撮
下 地 鼠

上 塗 黄

白
鉛
鼠

地

　
塗

同

下

亜

上

ヘ ケ 年

　 同

ニ ケ 年

　 同

9．　 遞i
〃

1う110 表 而一暦剥 離 霞絃螺

1・… 蕃
・ ・ 糊 懲 離

〃

〃

151 −

15．＿
　 1

下 地 ヲ 僅 力 二
殘留

完 th 剥 離

備　 　 考

11
−

「

　 　
．豹U苛性 ソ ーグ 　　50

DI 永 　 　 　 100 　”

　　iフ 　 レ

　
ー

1＿
掴
ih

，

1

〃

〃

純苛性 ソ ーダ 50 　 　 ラ ッ ク

水 　　　　　100　
”

フ 　　　　レ 　　　　ー　　　　　　　”

純苛性 ソ ；
「
グ 　．50　　　　  く イ ン ト

水 　　　　　100　 ”

プ　　　　レ 　　　　　　　　　　　　〃

（｝
ト
水

［
純苛性 ソ ーグ

フ

50100

レ　　　 ー

〃 　…白 亜 鉛
　 iペ イ ン ト

　 ヒ

〃 1　 〃

板 ヲ 水 平 襾 島

置 キ 塗布
　 　 〃

白 亜 鉛

　 同

不 　明1 〃 巨 o

〃 i ” 1・・

塗沫韵容 易

塗沫容易

〆

’

厚 塗1 〃

　 〃 　 i　 〃

　 　 　 ［

照 　 　色

”

以
ス

年

稱

ケ

ト

三

上

〃

〃

〃

〃

5

卩
D

．
O

「
011

‡諜
　 　−

1塗沫稱 困難
　 　

因塗沫容 易

一囘
二 囘 塗分

三 囘

　 〃

四 ケ 月

〃

〃

＿殆 ン ド作用 サ ．
　 レ ズ

「
完 全 剥 離 　

一

櫓 ペ イ ン ト斑

紋 ヲ 罠 ス

ベ イ ン ト殆 ン ド颯陬
X ル 」疇顔料殘

ノ’

離
留
剥

離

み　　　
　

　

ロ

鬱
蘇

”

”

完
穂
牛
完

123120

．
」

　
一

　

一

pD

　

　

　

p

σ

1
　
　

　

1

塗沫稱容易

塗沫容易

塗沫 誚容 易

塗沫容 易

纓

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service



The Society of Naval Architects of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Sooiety 　of 　Naval 　Arohiteots 　of 　Japan

造 鵜 協 會 會 報 　 第 貳 拾 八
・
號 里 1

（別 口）

臣 剰 剥 離 劑 i生 地 1・ … 種類陲纓 隊 蜘 結 剰 備 考

l　 t

｝

U

フ 　　　　　　　レ

苛性 ソ ーダ

苛 性 ソ ーダ水

・一 杉 權 薑駄 ・ 年

　　　　　　　　　　レ’lll〃 　レ
’

工 業用苛性 ソ ーダ 100 　 〃

水　　　　　　　　IUV
〃 〃

ll歉i蓋蠶 ． 。留

三 囘 塗沫
合 計 八 暗 問

〃

塗沫容 易

困 　雄

閼　難

記

剥　離　劑
生 地 　　　　塗　　　　装 　　　　　試　驗　　　結

槲
種 類 1酬 醐 鷲 一

囘ト囘
一

囘 二 　 囘

備　　考

　 　 　 　 　 　 　 1

純苛性 ソ ー
ダ 10％ チ

　　　　　　　 1
一ク

ヴ ア ー昌
ス

讐姐 塗 不 明蛮顯
電

往
ト

一一艶牛殘留 一 塗禰 困 資β
　 　 　 　 蕃

T ア ン モ 昌 ヤ 水 30％ 1

プ 　 レ 　 ．l
　 　 　 　 　 　 　 I

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

55
　 トー

師
働 棚

「
完全 昌 剥離

一　 　 　 　〃　 　 ｛

　　　　　　 1
−
1塗沫容 易 i

　 　 　 　 　 　 　 1　

苛性 ソ ーダ 1°％tツ ブ 〃 〃 五 ケ 月
1
机 面 板 2

．

l　 　 I

一一
部 分 殘 留 　　　　一

脚
塗 沫 困難

u ア ン モ 昌 ヤ水30％1 〃
〃 〃 ” 〃 2！1

　 　 1

一獪 極 メ テ 簿雇殘 　　　　一
讐 塗 沫稱 困難

プ　　　　　レ
・
　　　　 一 〃 〃 〃 〃 〃 2 ＿殆 ン ド 剥離 ス ル モ 獪

．

　ト上 塗 リ 殘留 1　 　　 　
一

塗沫容 易

苛 性 ソ ーダ 　10％ ツ

「
「
　 〃 〃 1 〃

卩
〃 1【 一

一
附着不 充 分 ノ 爲 メ 目

的 ノ 面 積 ヲ 剥 離 セ で
…

1
ト

ア ン モ ニ ヤ 水 30％ 〃 ” 〃 〃 ” 10 一僅 カ ニヌ簡離
Il

フ　　　　　レ　　　　　ー ノ’ ” 〃 〃 〃 10 一
1完 全 二 剥 離 i

W

　　　　　　　 ト
苛性 ソ ーダ 　10％

ア ン モ 磊ヤ 水30％

掾

〃

ラ ツ ク 及
ウ
“
ア 昌ス

　 ”

〃

〃

不　 明

　 ”

…汽車 客朿
内壁板

1 〃

1

55
　ト
ー．

優 カ ニ 生 地 見 ユ

」。 地 全 蜆 。 ズ

卩

フ　　 　　 　 レ 　 　　 　　ー 〃 〃 ” 〃 1　 〃

1
5 一

1
完全 畠∫繃 ！

苛性 ソ
ーダ 　111％ チ ー

ツ 纔房礪
代 用 〃 紳 月 市電

車柱 木
15 盗點 々 生 地 ヲ 見 ル

i
一

部分 剥 離 剥 離磆容 易

X ア ン モ 島 ヤ 水 30％
” 〃 〃 〃 ，’ 1510 全 ク生 地見 エ ズ

〃
〃

7 　　 　　 　レ 　　 　　　ー 〃 i 〃

1
〃 〃 〃 1510 點 々 塗料現留 完 全 嵩 剥 離 塗 沫容 易

　以 上 の 實驗 は 殆 ん ど同 じ樣 な事で あ b ますが 、只 藥劑の 異 つ た もの 又 は濃度 、 用材 、

塗料 種類 、 經 過年限 、 反應 時間等 を夫 々 變更 して試驗 した の で あ うます。

　是等は總 て各種塗板 を夲面 に 置 い て 其の上 に各種溶劑 を塗 沫 し夫 e の 時間で 水洗 した

結 果 で あ bます。

　或 る もの は試 驗用 と して 塗料 を施 t し、 叉 他は 有 b合せ の 古 もの を集 め ：1：した の で 從

て各 經過年 限の 不明 、 又 は塗 b方の 明 らかで な い もの もあ b’
ます。

　而 して是 れ は 單に剥 げ方 の模 様を眼で 見だ儘 の 結果 を表 は しま しカ ので甚だ漠然 とし

て 誠 に物 足 ら臓 戚 じが い だ し2 す。 即 ち只皮相の 外 觀 的比．較で あるが 一記號例 へ ば A 或

は B と量 へ ば同
一

の 板面 で あ b’
ます か ら先づ 塗 彑工 合 は 同一 の もの と見 做 して差 支 へ あ
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に す る爲め に上 塗 うの 鼠「ペ イ ン ト 」の 部分 丈 け剥か し力 事が あ らま す 、 之れ に要 しta　H

數十 六 日間 そ う して 其 の後直接從 業員 に就 て調べ て 見 ま しだ が 別に何等 の 故障 も云 つ て

居ませ んで した o

　獪話 を聞 きま すれ ば船橋の樣 な高 い 處 を剥が す揚合に は苛 性「ソ ーダ 」は 重 に熱湯で洗

ふ か ら一 々 汽罐室又 は 其 の他湯 の ある處 （若 し修繕中「nt　1 ラ ー
」の 火 の なto 時は 陽を沸

か す）へ 行つ て 湯を汲み取つ て來 る の が不便 だとの 事で あ b2 す然 る に 水 洗 ひ 殊 に 下 洗

ひ は海 水で差支 ない か ら「サ イ ド」か ら海水 を汲 み上 げて 使ム 事が出來 ます。

　是 の事 は大事 な事で あ る と思 ひ
「
ます 、 仕事 をす る に 從業 者 の 苦痛 を念頭 に 置 く必要は

あ る の で す 、 只 仕 上 の 勘定で 甲乙 を定 め るは 如何 か と考 へ ま す 、 或 る 仕事 に 操作 簡易で

あれ ば同 し經 費 として も此 の 方 の 手 に 獪豫獪が ある 、 能率膾進 とな る結 局 それ丈 け利盆

で ある 即 ち經濟で あ うま す。

　 こ 5 云 ふ 譯で 一般の 艦船 、 建築物 、 電車 、 汽 車、 諸機械其 の 他有 らゆ る 器具等 に 裝飾

防銹の 目 的で種 々の 塗 料 を施 t しますが 之れ が 長時 日の 内に は 塗面 に龜裂 が來 る とか 甚

だ し きは剥 落其 の他塵埃 附着等 の 爲 め初期 の 目的 を逹せ られ ず更 らに 塗 り替 へ 修繕 をい

尢 し2 す。 此 の 場合 に は前 に 度 々 述べ ま した 種 々 の 方法で剥 離 しま すが板 を焦 した う生

地 を粗雜に し、
「ア ン モ a ヤ 」水 の 樣 な場 合に は 窒息 性臭氣烈 し く室 内作業は 到底 出來 ま

せ ん叉 引火 性で火 災 の 虞れが あつ た b して種 々 の 困難に 出逢 ひ ます 、 それ で 「フ レ ー
」は

是等の 困難 を防遏 す る爲め に 創製 した ので あ Oます。

　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 混 　 　合 　 　法

　斯 く申 し2 すれ ば如何 に も「フ V −
」萬能の 様で あ bます るが 併 し叉 作業上 工 事 の都 合

に よ ゲましては 是等藥 劑 の 效 力に の み據 る事が 出來 ね揚 合が 多々 あ ゲます。 例 之 ば永 き

年 月 の 問に「ペ イ ン ト 」を其 の 上 へ 上 へ と順次 塗 り立 て 丶 數 多の 囘數 を重 ね非常 に 厚 くな

っ た もの があ うま す 、 殊 に是れ は船舶等 に 多 く見受け る處で 1！4
”

位 を超 へ る迄 も塗 う

重 ねた もの があ り
『
ます 、 こ ん な もの は 最後 に は 往 々 外 界の

一
シ ヨ ツ ク 」を受 け る とか 又 は

温 度 に ょる 生地 と塗 暦 との 膨脹 收縮 の 差の 關係 で か各部分 的に剥離 し又 は淨 き上 つ て 居

る 竜の が あ b2 すo

　 乙 ん な場合 に は 先づ 大體 を燒 き剥 ぎ又 は槌 打等の 方 法 を極 め て 輕 く行 ひ ま して 最 後に

剥 離劑 に ょつ て 清淨 に仕上 る と云 ふ様 に機械 的及び 化學 的の 混合法 を行 ぷ 事 は經濟 上又

生地 の 爲め等種 々 の點か ら必 要な事 と思 ひ ます。

　　　　　　　　　　　　　　　 表 面 の 修 正
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獪＿ つ は 前述の 駘 を除い て若 し同じ麗 の「ペ イ ン ・」を鑼 せ しむ る に 燒 酬 ぎ等

致 しますれ ば不止得根本か ら生地迄剥か さねばな b・・f｝：せん が 、 地 が 確で あれ ば其 の 方法

を衷面の 修 正 と云 ふ事 に しカ らよい か と思 ひ ま す。 從來の 方法 として 燒 き剥 ぎす る爲め

に一 旦火氣 を塗面 に當が ひ ますれ ば
一種の柔 らか tn 塊 となる とか又槌で 叩 V て も直 ちに

上塗 ウをする迄に其 の 表面 を「ス ム ース 1に す る譯 に行 か Yt、 矢張 b全 部 を剥が し て後 磨

きをか けな ければ な bませ ん 、 依 つ て其 の手 數 と更 らに生地 か ら塗 う立 て て掛 る 「ぺ 1

ン ト」 の 淌費量は 非常 な もの で勿論不經濟 な事 は 申す迄 もあ bません 。

　　　　　　　　　　　　　　 交　　 換　　 塗　　 装

　絡 うに塗 装の 方法 と して改 良 しfa　tn と思 ひ ます の は 以上 の様 な種 々 の 困難 を防 ぐ方法

と して 交換塗装 と云 ふ 事 に V ・た し2 しfeらば如何 と思 ひ 2 すo 即 ち新造 の 際三 囘 な b 四

囘塗料 を施 乙 しますれ ば今後塗 ウ換 へ の 時 は外面の 一層 を剥 が して 今 囘の
一層 を施 こ す

即 ち元 の 表 層 と今 度の もの と交換 す る樣に V ・た し2 して今迄の 順次上 へ 上 へ と塗 う重 ね

る事 を止 め て 常 に 生 地か ら三 四 囘位 の處 を保 つ 樣 に して は どうか と思 ふ の で あ う棲 す。

．　そ うすれ ば常に輕 快 に して 美觀 と且 つ 生 地 の 保存 は 充分保 た れ ま す ・ 是れ に 依 つ て最

後の 叩 き落 し 、 燒 き剥 き等 の 荒仕事 をせ ず に 濟 む か ら焦げ る とか 其 の他の 傷害を避け得

る 事 と信 じ
「
ますQ

　 之れ に就 て 「nt　− 1・」の樣 な もので も非常 に厚 く塗 つ て あ る もの と一方 は厚 く塗 つ だ の

を全 部剥か して 塗 b換 へ る もの とは重 き と速 力が非常 に違 ふ と云 ふ御 話を伺 ひ ま した o

　 塗料 と申 し2 すれ ば吾々 は す ぐに 油を聯想 しますが 油は 只 其糊 となつ て居 る 丈 けで 大

體 の 基礎劑は 重 に 金 圏で あ う懐すか ら塗 装が厚 い 丈 け即 ち厚 い 處の 例 へ ば鉛「ペ イ ン ト 」

な らば鉛 板 、 亜 鉛「ペ イ ン ト」は亜 鉛 乃至 は鐵板等が 順次厚 く張 う付 け られ る譯 だか ら差

支 なけれ ば薄い 程結構 だ ろ う と思 ひ ます 。

　 誠 に つ ま らvageをク ダ ク ダ 敷 く申上 げま しプ2、 只管恐 縮 い だ し2 す御參 考の
一

端 と も

准 b2 す れ ば 望外 の 仕合 せで御座 い ます。

討 論

O 會長侍 騨
一君） ロ齢 の御講灘 付い て 御 躙 が ござ v2 すれ ば髄 べ を 願 ひ ま

す oO

田 路 坦君 　ち よつ と其の 値段 は如何 であ b ます か 。

O 石 橋貞一君 是 は唯一封度 壜 と致 し まして 六 十 錢 くらゐ の 見當 に な bます 、 それ か ら
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七 ＋封度 とか五＋ 封度 とか拵 へ ます と 、 それ が
一

封度五 ＋ 二 錢 くらゐ te當 b2 すが 、 も

う
一

つ の 方は四 十入銭 く らゐ に 當 b2 すo

O 田 路坦書 　9 う．す る と近頃の 戰艦 の ボ ツ ト ム の 上 に 附け る コ r ス T・は どの くらゐ な も

の で あ う
’
ますか o

O 石橋貞一君 ボ ツ 1・ム は 叩 き落 して 役 に立 ち綾 す 、 藥弗で 落 す と不經 濟の 點が ある と

云 ム 乙 とは そこで あ b痩すが 、
ボ ツ
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と思 ひ
『
ます、

： 乙 丶 に諸君 と共 に柏手 して御禮 を申上 げま す。

　　　　　　　 〔一 同拍 手〕

O 會長（寺野精一君） 今 日は 是で 閉會vn します。
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